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通学路の交通安全対策を前に進めています！
　本年 6月28日、千葉県八街市の通学路で下校中の小学生の列にトラッ
クが突っ込み、児童 5人が死傷する事故が発生し、児童 2 人の尊い命が
失われました。改めて、お亡くなりになりました児童の御冥福と、御遺族
の皆様に心からお悔やみ申し上げます。また、お怪我をされた児童の方々
の一日も早い御快復を祈念いたします。
　運転手からは基準値以上のアルコールが検出され、飲酒による居眠り運
転が明らかになりました。水野ゆうきは飲酒運転根絶とともに通学路の安
全確保に全力で取り組みます。

通学路危険箇所点検結果
●市町村立（千葉市立を除く）の全小学校の通学路について、各市町村
教育委員会が関係機関等と連携し通学路の緊急点検を実施した結果、
3,495箇所が危険箇所として県に報告がありました。

●我孫子市では89箇所が提示されました（我孫子市教育委員会調査）。

水野ゆうきの取り組みと9月定例県議会における質疑
　千葉県が維持管理している我孫子市内の道路について、水野ゆうきは保護者や自治会などからの情報
をもとに現場調査を行っています。千葉県警・千葉県教育庁・千葉県県土整備部・我孫子市等と連携し、
草木が繁茂している箇所の伐採や摩耗している横断歩道の塗り直し、歩道の整備等、危険箇所等につい
て対応しています。

布佐小学校入口交差点の歩道整備へ大きな一歩

 【水野ゆうきの質問に対する千葉県の答弁】
●約160メートルの歩道整備を計画
●今年度用地取得に向けて測量を行う
●歩道整備完了まで一定の時間を要することから
　早急な安全対策として路肩のカラー舗装の設置
　と枝葉の伐採を行う

　水野ゆうきが代表を務める無所属系会派
「千翔会」は熊谷俊人知事に対し、来年度・
令和4年度予算要望（合計50項目）を行いま
した。千葉県の課題解決・発展のため、また
千葉県が関係する我孫子市の案件について積
極的に取り組みます。

　布佐小学校入口交差点付近における国道356号沿い
は通学路に指定されているものの歩道が整備されてい
ない区間があります。枝葉も繁茂し、市民からご要望
をいただく度に伐採を実施。歩道と車道の間にポール
を立てるなど対応を進めていますが、水野ゆうきから
は国道 356 号は我孫子市の生活主要道路でもあり、
バスやトラックなども多く通ることから、９月定例県
議会において、子どもたちの安全確保のため、布佐小
学校入口交差点における早期の歩道整備を要望し、
千葉県から前向きな答弁を得ることができました。

国道 356 号横断歩道の塗り直し

熊谷知事に来年度予算要望を行いました！
【主な予算・事業要望事項】

布佐小学校入口交差点調査

福祉行政
　●新型コロナウイルス感染症対策
　　・コロナ後遺症に対する支援
　　・検査体制の見直しと拡充
　　・保健所と市町村の連携強化
　●子ども医療費への助成拡充
　●予防接種費用の助成
　●児童相談所の機能拡充と整備
　●福祉人材の確保及び離職率低減
農業施策
　●自然災害やコロナ禍で影響を受けた
　　農林水産漁業者の支援
　　　・米の安定的生産への推進
　　　・販売促進・販路の多様化等の取組の支援
　●農福連携の推進
交通安全対策
　●道路の安全確保に関する予算の拡充
　●天王台駅ホームドア整備に係る補助
　●自転車の交通規則認知度強化
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教育
　●GIGAスクール構想に基づいた財政支援
地域経済の立て直し
　●時短営業や外出自粛が長期間に及んだことから
　　影響を受けた飲食店、中小企業等の支援
　●後継者難や人口減少などの課題に直面する商店街等の支援
防災危機管理対策
　●大規模自然災害対策の推進
　　・防災訓練の実施
　　・備蓄品の見直し
　　・市町村と災害対策現地情報連絡員の連携強化
千葉県の魅力向上
　●サイクリングロード等自転車環境の整備
　●官民連携のまちづくり
環境問題
　●手賀沼の環境保全
　●気候変動適応策の推進
動物愛護
　●殺処分ゼロに向けた啓発強化
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水野ゆうきの活動報告
　新型コロナウイルス感染症拡大防止期間中は、国及び県の要請等により、不特定多数の方 と々接する活動は控えておりましたが、日々の議会・地域活動は怠らず、
またコロナ関連情報を発信し続けておりました。10月25日以降の千葉県における協力要請等の解除・緩和等に伴い、感染対策を万全にしながら段階的に通常活動
を再開しております。

　手賀沼とその流域河川では、近年、ナガエツルノゲイトウやオオバナミズキンバイなどの外来水生植物の繁茂が拡大しており、水質・生態系などへの
影響や、農業・漁業被害などが懸念されています。千葉県が令和元年度に実施した調査により繁茂面積は約１０万㎡ということが明らかになりました。
　水野ゆうきは県議としてこれまで手賀沼の環境保全について絶えず質疑を行い、森田知事時代から予算を確保しているところです。今年度は当初予算
にて約１億１千万円が駆除費用として計上され、本年７月に駆除現場をボートに乗船し、視察しました。

　今年度は５月から刈り取りを開始し、令和２～３年度あわせて約２万７０００㎡駆除したことにより手賀沼と
その流域河川における繁茂面積のうち約４分の１の駆除が完了しました。
　予算を確保したあとに、実際にどのような作業が行われているのかを確認し、現場の作業等を理解した上で、
翌年の予算や事業につなげていくことは大変重要なことです。

　膳場貴子キャスター（TBS『報道特集』メインキャスター）、井川信
子先生（流通経済大学法学部教授）とともに学生が主体となって実施
したシンポジウム「コロナの時代の危機とはなにか～学生からの問いか
け～」に登壇し、学生が提示した４つのテーマに基づきディスカッショ
ンを行いました。
　緊急時には首長、行政、議員が平時の諸課題にいかに取り組んでき
たかが試されます。平時の取り組みなくして緊急時の対応は不可能です。
　コロナはすべての国民の健康面をはじめ、あらゆる面で脅かしました。
その時に自分のまちの政治家がどう動いたか、どういった政策を議会で
訴えたか、首長はどのような政策をうったか、「政策ベース」での選挙・
政治が問われるようにならなくてはならないことを訴えました。

　千葉県富里市でグリーンインフラの形の一つとして進められている
谷津の活用を視察してきました。耕作放棄されていた谷津を手入れす
ることで、防災・減災（水害リスクの軽減）に寄与するだけでなく生
物多様性の保全や水質浄化に大きな役割を果たします。気候変動に
よって生じる問題のあり方は、地形や水、生物相など地域の特性によっ
て異なります。環境保全を前提にしながら、千葉県が有する自然の
機能を活かして、様々な社会課題を解決する千葉県独自のグリーン
インフラ推進戦略の具体化を求めていきます。

環境政策を推進 ～循環型社会の構築～
　水野ゆうきは千葉県を取り巻く環境問題に積極的に取り組み、専門家とともに現場に足を運び、環境政策を推進しています。
県議としてのみならず、千葉県環境審議会（水環境部会）の委員として、また地域住民の一人として、環境の保全と創出のための政策を展開していきます。

現場主義！

手賀沼に繁茂する特定外来生物駆除作業視察

グリーンインフラ取り組み事例視察

上流で耕作放棄地水田をグリーンインフラにすることで、下流への流れを緩やかにすることが
できるのみならず、湿地を経由させることで窒素除去が促進され、水質浄化にも有効です。

シンポジウム 「コロナの時代の危機とはなにか」 登壇

新型コロナウイルス感染症によりお亡くなりになりました方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、
ご遺族の皆様にお悔やみを申し上げます。また、闘病されている方々ならびに後遺症に苦しんで
いる方々にお見舞い申し上げます。
新型コロナウイルス感染症に関する相談は右記にて承っております。

千葉県新型コロナウイルス感染症に関する電話相談窓口
　　電話番号：0570-200-139
　　対応時間：24時間（土日、祝日を含む）

手賀沼に繁茂する外来水生植物 機械や手作業による刈り取り 保管場にて天日干し
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水野ゆうき  主な役職

○千葉県議会議員（無所属系会派「千翔会」代表）
  ・県土整備常任委員会 委員
  ・千葉県議会フリースクール等教育機会確保議員連盟 幹事
  ・千葉県議会スポーツ振興議員連盟 幹事
  ・千葉県議会地震・津波対策議員連盟 幹事　他

「県を動かす我孫子市に　」千葉県から我孫子市をバックアップし、我孫子市のために奔走します。！


